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主要な施策と予算の概要

■各会計予算の前年度比較・各会計への繰出金の状況

会計名 予算額 前年度との
比較 増減率 一般会計

からの繰出金

一般会計 354億8,000万円 33億3,000万円 10.4％ －

国民健康保険事業 64億6,002万円 △1,935万円 △0.3％ ５億9,189万円

後期高齢者医療 ６億4,249万円 1,785万円 2.9％ １億9,588万円

介護保険事業 73億5,812万円 ４億6,361万円 6.7％ 10億6,184万円

温泉事業 3,183万円 △2,441万円 △43.4％ ０万円

水道事業 26億1,650万円 △２億９万円 △7.1％ １億7,557万円

下水道事業 49億2,893万円 2,277万円 0.5％ 11億5,949万円

病院事業 106億654万円 ５億6,855万円 5.7％ 12億9,056万円
※企業会計の予算額は、収益的支出と資本的支出の合計額です。
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※臨時財政対策債とは、財源不足を補てんするため借り  
　入れする市債で、償還に要する費用は、後年度の地方
　交付税で措置されるため、実質的には地方交付税の代
　替財源といえます。

■一般会計当初予算での
　年度別市債残高見込み額の推移
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令和元年度に実施する主な事業を総合計画における８つの基本目標に
沿ってお知らせします

一般会計…教育、福祉、道路の整備など十和田市の基本的な事務・事業に関する会計
特別会計…特定の事業を行う場合や特定の歳入（保険料など）を特定の歳出に充てる
　　　　　など一般会計と区別する必要がある場合に設置する会計
企業会計…企業的性格をもった事業を運営するために設置された地方公営企業の会計

用語解説

　にんにくの生産振興および経営の安定化を図るため、イモ
グサレセンチュウ被害に対する防除技術開発の推進について、
北里大学、十和田おいらせ農業協同組合および市が産学官連
携し、事業に取り組みます。

にんにく防除技術開発支援対策事業 110万円 

　レストランなどの料理人や消費者の需要が高まっている西
洋野菜について、新規就農への誘導および栽培面積の拡大を
図るため、専門家による講習会などを実施します。

西洋野菜栽培拡大事業 95万円

　十和田産食材の魅力を市外、県外に向けて発信するため、
会員制交流サイト（ＳＮＳ）などで注目を集める若手人気料
理研究家による十和田産食材を活用した料理教室を開催します。

人気料理研究家によるおいしい十和田料理教室 69万円

　令和２年度にアーツトワダがグランドオープン10周年を迎
えることを記念し、これまでの企画展などをまとめた記念カ
タログ作成および10周年記念の企画展準備業務を実施します。

アーツトワダ　グランドオープン10周年記念事業 4,547万円

１．市内外からより多くの人々や１．市内外からより多くの人々や
　　消費を呼び込めるまち（産業振興）　　消費を呼び込めるまち（産業振興）

　妊娠期から子育て期まで、家庭訪問や「ほっとマミーサロ
ン」などの相談事業の実施および子育て情報配信システムの
活用により、子育て支援体制の充実を図ります。

妊娠期からの切れ目のない子育て支援事業 543万円

　虐待の未然防止や要保護児童およびその家庭への支援体制
を強化するため、庁舎内に「こども家庭相談センター」を設
置します。また、児童相談に関連する婦人相談などの事務を
行います。

児童虐待防止対策支援事業 601万円

　老朽化が著しく、未改修である認可保育所などについて、
改築などに伴う施設整備の一部を補助します。

15,002万円保育所等整備事業

　老朽化した危険校舎の解消、複式学級の解消および教育環
境の向上を図るため、小・中学校を統合し、現在の大深内中
学校敷地内に新校舎の建設および屋内運動場などの整備に向
けた調査などを実施します。

洞内・松陽地区統合小中学校建設事業 3,401万円

　学習への興味と関心を高めるため、電子黒板機能搭載プロ
ジェクターおよび実物投影機を市内の全小学校に配備します。

学校ＩＣＴ（※１）環境整備事業   658万円

（※１）情報・通信に関する技術の総称

２．地域全体で子育て・子育ちを２．地域全体で子育て・子育ちを
　　しっかりと 支えるまち（子育て・教育）　　しっかりと 支えるまち（子育て・教育）

（次ページにつづく）


